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(54)【発明の名称】 内視鏡の処置具挿通路

(57)【要約】
【課題】浅くて大きな標本を採取することができる偏平
な鉗子カップを有する生検鉗子を、内視鏡の挿入部をあ
まり太くすることなく用いることができるようにした内
視鏡の処置具挿通路を提供すること。
【解決手段】少なくとも挿入部１内にある部分の断面形
状が、全長にわたって楕円形又は長円形に形成されてい
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】遠隔操作によって屈曲する湾曲部が先端部
分に形成された内視鏡の挿入部内に全長にわたって挿通
配置されて、出口が上記挿入部の先端に開口配置され、
上記挿入部の基端に連結された操作部に入口が配置され
た内視鏡の処置具挿通路において、
少なくとも上記挿入部内にある部分の断面形状が、全長
にわたって楕円形又は長円形に形成されていることを特
徴とする内視鏡の処置具挿通路。
【請求項２】上記断面形状の短径側が上記湾曲部の屈曲
方向に向けて配置されている請求項１記載の内視鏡の処
置具挿通路。
【請求項３】上記入口付近と出口付近以外の部分が可撓
性チューブによって形成されている請求項１又は２記載
の内視鏡の処置具挿通路。
【請求項４】上記入口から上記出口までの全長にわたっ
て断面形状がほぼ相似形に形成されている請求項１、２
又は３記載の内視鏡の処置具挿通路。
【請求項５】上記入口部分の断面形状が、上記挿入部内
にある部分の断面形状を内包するように形成されている
請求項１、２又は３記載の内視鏡の処置具挿通路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、処置具を案内す
るために内視鏡の挿入部内に挿通配置された内視鏡の処
置具挿通路に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、内視鏡の挿入部内には、処置具
を案内するために可撓性チューブからなるチャンネルチ
ューブが挿通配置されており、操作部に配置された処置
具挿入口から処置具を差し込んで挿入部の先端から突出
させることができる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡用生検鉗子等に
よって検査に有効な標本を採取するためには、粘膜表面
よりある程度深い部分の組織まで切り取る必要があり、
標本を大きく採取すればするほど診断には有効である。
【０００４】しかし、例えば声帯ポリープ等を切除する
際には、声を出すための振動をする組織まで切除する
と、その人の声が変化してしまう問題があり、それを避
けようとすると、組織量が少なくて検査に有効な標本を
採取することができない。
【０００５】そこで、本発明者は、浅くて大きな標本を
採取することができるように、図４に示されるような偏
平状の鉗子カップ９１を有する生検鉗子を発明して、先
に特許出願をしてある（特願２０００－１２１９０
８）。
【０００６】しかし、そのような生検鉗子を従来の内視
鏡の処置具挿通路に通そうとすると、偏平状の鉗子カッ
プの幅広部分が通過する大きな直径が必要なので、非常
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に太いチャンネルチューブが組み込まれた太い内視鏡を
用いる必要があり、内視鏡検査を受ける人に大きな苦痛
を与えてしまう。
【０００７】そこで本発明は、浅くて大きな標本を採取
することができる偏平な鉗子カップを有する生検鉗子
を、内視鏡の挿入部をあまり太くすることなく用いるこ
とができるようにした内視鏡の処置具挿通路を提供する
ことを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の処置具挿通路は、遠隔操作によっ
て屈曲する湾曲部が先端部分に形成された内視鏡の挿入
部内に全長にわたって挿通配置されて、出口が挿入部の
先端に開口配置され、挿入部の基端に連結された操作部
に入口が配置された内視鏡の処置具挿通路において、少
なくとも挿入部内にある部分の断面形状が、全長にわた
って楕円形又は長円形に形成されているものである。
【０００９】なお、断面形状の短径側が湾曲部の屈曲方
向に向けて配置されているとよく、入口付近と出口付近
以外の部分が可撓性チューブによって形成されていても
よい。
【００１０】また、入口から出口までの全長にわたって
断面形状がほぼ相似形に形成されていてもよく、或い
は、入口部分の断面形状が、挿入部内にある部分の断面
形状を内包するように形成されていてもよい。
【００１１】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３は、内視鏡の全体構成を示しており、可
撓管によって外装された挿入部１の基端には操作部２が
連結され、挿入部１の先端寄りの部分には、操作部２に
配置された操作レバー４を操作することによって遠隔的
に屈曲する湾曲部３が配置されている。
【００１２】この湾曲部３は、上下方向にのみ屈曲する
いわゆる二方向湾曲部であり、操作レバー４を矢印Ａ方
向に操作することにより、湾曲部３が矢印Ｂ方向のみに
屈曲する。
【００１３】挿入部１内には、生検鉗子等の処置具１０
０を案内するための処置具挿通路１０が全長にわたって
挿通配置されていて、その出口（処置具突出口）１０ａ
は挿入部１の先端に開口形成され、入口（処置具挿入
口）１０ｂは操作部２の下端部に斜め上方に向けて配置
されている。
【００１４】処置具挿通路１０は、両端の処置具突出口
１０ａ付近と処置具挿入口１０ｂ付近以外の部分が、例
えば四フッ化エチレン樹脂製可撓性チューブからなるチ
ャンネルチューブ１０ｃによって形成されていて、その
両端が口金等に接続固定されている。
【００１５】チャンネルチューブ１０ｃは、図１に示さ
れるように、軸線に対して垂直な面における断面形状が
全長にわたって楕円形に形成されており、両端の処置具



(3) 特開２００２－５１９７３

10

20

30

3
突出口１０ａと処置具挿入口１０ｂも、それとほぼ同じ
楕円形の断面形状に形成されている。
【００１６】したがって、図４に示されるような偏平な
鉗子カップを有する生検鉗子を抵抗なく挿通案内するこ
とができ、しかもそのために必要以上の無駄なスペース
をとらないので、挿入部１の径を最小限の太さにするこ
とができる。また、偏平でない普通の形状の生検鉗子を
通した場合には、処置具挿通路１０内の自由空間を吸入
路として有効に利用することができる。
【００１７】図１に略示されるように、チャンネルチュ
ーブ１０ｃは湾曲部３内において短径側を屈曲方向に向
けて配置されている。断面形状が楕円形のチューブは短
径方向に最も曲がり易いので、湾曲部３が屈曲する際に
はそこに内挿されているチャンネルチューブ１０ｃが滑
らかに曲がって湾曲部３の屈曲動作を妨げず、湾曲部３
内における内蔵物の乱れ等も発生しない。
【００１８】なお、処置具挿通路１０の内径が全長にわ
たって完全に同寸法である必要はなく、部分によって径
が相違する場合には断面形状を相似形の楕円形にすれば
処置具が通過する際に引っ掛かり難い。
【００１９】また、挿入部１内ほどスペースの制約を受
けない操作部２内においては、処置具挿通路１０の断面
形状を楕円形にしなくてもよく、例えば図２に示される
ように、処置具挿入口１０ｂを円形に形成して楕円形状
のチャンネルチューブ１０ｃに滑らかに接続してもよ
い。
【００２０】この場合、処置具挿入口１０ｂの内径の断
面形状がチャンネルチューブ１０ｃの内径の断面形状を
内包するように形成しておけば、処置具の通過に問題は
生じない。 *
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*【００２１】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば処置具挿通路１０の断面形状を長円
形に形成してもよい。
【００２２】
【発明の効果】本発明の内視鏡の処置具挿通路によれ
ば、少なくとも挿入部内にある部分の断面形状を、全長
にわたって楕円形又は長円形に形成したことにより、浅
くて大きな標本を採取することができる偏平な鉗子カッ
プを有する生検鉗子を抵抗なく挿通案内することがで
き、しかもそのために必要以上の無駄なスペースをとら
ないので、内視鏡の挿入部をあまり太くせずに済み、内
視鏡検査を受ける人に大きな苦痛を与えない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例のチャンネルチューブの軸線に
垂直な面における断面図である。
【図２】本発明の実施例の処置具挿入口の断面形状とチ
ャンネルチューブの断面形状との関係を示す略示図であ
る。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の全体構成を示す側面
図である。
【図４】偏平な鉗子カップを有する内視鏡用生検鉗子の
先端部分の斜視図である。
【符号の説明】
１  挿入部
２  操作部
３  湾曲部
１０  処置具挿通路
１０ａ  処置具突出口
１０ｂ  処置具挿入口
１０ｃ  チャンネルチューブ

【図１】 【図２】 【図４】
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